
《今月の海上安全標語》 ～ 着用義務化まであと２ヶ月を切りました  ～
ライフジャケットは普段から着ていないと、窮屈に感じたりしますね。
でも、いつも着用している人が言ってました。「３ヶ月位経ったら慣れるわ」と……。

では、今月も安全操業で！
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三
年
間
の
東
京
で
の
単
身
赴
任
生
活
を
終
え
、
こ
の
４
月
に
神
戸
に

戻
っ
て
来
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
人
生
２
度
目
の
東
京
生
活
で
し
た
が
、
小
遣
い
が
無
い

の
に
暇
だ
け
は
あ
る
初
老
オ
ヤ
ジ
の
一
人
暮
ら
し
は
、
貧
し
か
っ
た
学
生

時
代
よ
り
さ
ら
に
侘
し
く
寂
し
い
も
の
で
し
た
。

　

趣
味
に
乏
し
い
東
京
単
身
赴
任
者
の
多
く
は
、
大
抵
の
場
合
、
有
名
な

店
で
の
飲
み
食
い
に
は
ま
る
も
の
で
す
が
、
私
の
場
合
は
そ
れ
す
ら
ま
ま

な
ら
ず
、
主
に
美
術
館
や
博
物
館
の
隅
っ
こ
で
ひ
っ
そ
り
過
ご
す
時
間
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
無
料
招
待
券
を
せ
っ
せ
と
集
め
、
土
日
の
午
後
、
人
が
引
い
て
い
く
少
し
遅
い
時
間
に
入
館
し

て
、
閉
館
間
近
ま
で
悠
々
と
入
り
浸
っ
た
も
の
で
す
。
東
京
は
こ
の
点
が
、
地
方
に
比
べ
て
格
段
に
充
実

し
て
い
て
、
私
も
絵
画
、
墨
跡
、
彫
刻
、
陶
磁
の
至
宝
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
で
も
よ
く
覚

え
て
い
る
も
の
の
一
つ
は
、東
京
国
立
博
物
館
で
観
た
「
武
家
諸
法
度
」
の
草
稿
原
本
で
す
。
書
に
は
ま
っ

た
く
親
し
み
の
な
い
私
で
す
が
、
美
し
く
整
っ
た
文
字
が
、
縦
横
の
ラ
イ
ン
ま
っ
す
ぐ
に
少
し
の
狂
い
も

な
く
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
、
し
か
も
一
画
の
書
き
損
じ
も
無
い
見
事
な
出
来
映
え
に
見
惚
れ
、
昔
の

日
本
人
の
能
書
ぶ
り
と
集
中
力
の
高
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

能
書
と
い
え
ば
、
私
も
職
業
柄
、
職
場
で
古
い
文
書
を
調
べ
る
機
会
は
多
く
、
時
折
、
手
書
き
時
代
の

先
輩
職
員
が
残
し
た
文
字
の
美
し
さ
に
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
お
陰
で
、
私

の
よ
う
な
悪
筆
極
ま
り
な
い
人
間
で
も
生
き
て
い
け
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
が
、
昔
は
推
敲
に
時
間
を
か
け
、
丁
寧
に
浄

書
を
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
過
程
を
通
し
て
字
も
鍛

え
ら
れ
た
だ
ろ
う
し
、
物
事
を
思
考
し
、
理
解
し
、
記
憶
し

た
の
だ
と
伺
い
知
れ
ま
す
。
今
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
お
陰

で
、
作
文
も
校
正
作
業
も
早
く
は
な
っ
た
が
、
引
き
替
え
に

多
く
の
物
を
犠
牲
に
し
て
い
る
ぞ
と
、
先
輩
職
員
が
教
え
て

く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
「
す
こ
し
の
こ
と
に
も
先せ
ん

達だ
つ

は
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
な

り
。」（
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
も
、
指
導
者
は
い
て
ほ
し
い

も
の
だ
。）
と
は
、
吉
田
兼
好
が
徒
然
草
に
書
き
残
し
た
言

葉
で
す
が
、
な
る
ほ
ど
先
輩
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
も
の
で

す
。
敬
っ
て
見
習
う
べ
し
と
、
今
更
な
が
ら
思
う
こ
の
頃
で

す
。

表紙の言葉
「虹の仲間で森づくり」（神戸市西区）
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～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

先
達
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
な
り

兵
庫
県
農
政
環
境
部
水
産
課 

主
幹　

藤　
　

克  

浩

　今年も多くの人が参加し開催された「虹の仲間で森づく
り」。
　今までは事務局側での参加のため除伐作業は初体験で
した。私の班は作業範囲の下の方を担当で、作業後に下
った山道を登るのが中々ハードでした。
　森に入り木を切る体験は中々できないことですので、興
味を持たれた方、来年是非参加してください。この海と山
を繋ぐ活動が継続することを願います。

	 ２	 ようそろ

	 ３	 兵庫県水産賞	表彰式
	 	 但州丸帰港式

	 ４	 たつの市立室津小学校で郷土料理給食会
	 	 大輪田塾修了生が講演

	 ５	 虹の仲間で森づくり
	 	 全国漁港漁場大会

	 ６	 神戸海上保安部航行安全課からのお知らせ
	 	 海難事故をなくそう

	 ７	 兵庫JCC通信

	 ８	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

武家諸法度草稿



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
県農林水産業の功労者表彰
　“平成29年度 兵庫県水産賞”表彰式

受賞者の皆様（左から濱野様、濵本様ご夫妻、播磨様ご夫妻）

氏　　名 所　属 功　績　内　容

濱
はま
野
の
　展

のぶ
弥
や ＪＦ家島 家島地域の漁業の発展と漁業経営の安定化

への貢献

播
は り ま
磨　孝

こう
次
じ ＪＦ五色町 サワラの資源管理体制構築とブランド化

推進への貢献

濵
はまもと
本　晋

しんいち
一 ＪＦ但馬 沖合底びき網漁業の振興と但馬地域の漁業

調整への貢献
（敬称略）

　
永
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や

団
体
に
贈
ら
れ
る
兵
庫
県
農
業
賞
・
林
業
賞
・
水
産
賞
の
３
賞
表
彰

式
が
、
11
月
24
日
（
金
）
県
公
館
（
神
戸
市
中
央
区
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
兵
庫
県
水
産
賞
は
Ｊ
Ｆ
家
島 

濱
野 

展
弥
さ
ん
（
78
）、

Ｊ
Ｆ
五
色
町 

播
磨 

孝
次
さ
ん
（
65
）、
Ｊ
Ｆ
但
馬 

濵
本 

晋
一
さ
ん

（
70
）
の
３
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
井
戸
敏
三

知
事
か
ら
表
彰
状
な
ら
び
に
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
兵
庫
県
立
香
住
高
等
学
校 

海
洋
科

学
科
オ
ー
シ
ャ
ン
コ
ー
ス
第
２
学
年
の

生
徒
18
名
を
乗
せ
た
漁
業
実
習
船
「
但

州
丸
」
は
、
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業
な
ど
所

定
の
実
習
を
終
え
、
船
籍
の
あ
る
神
戸

港
に
帰
港
し
ま
し
た
。

　
11
月
24
日
（
金
）
の
帰
港
式
は
、
神

戸
港
中
突
堤
に
停
泊
中
の
但
州
丸
の
前

で
行
わ
れ
、
学
校
、
水
産
業
界
関
係
者

や
生
徒
の
保
護
者
な
ど
約
60
名
の
参
加

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連 

田
沼 

政
男
会
長
は
「
今
回
の
実
習

は
大
変
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
と
思

う
。
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
知
識
や
技
能
、

さ
ら
に
情
熱
を
も
っ
て
、
是
非
、
水
産

業
界
を
盛
り
上
げ
て
頂
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
挨
拶
を
さ
れ
、
ま
た
、
兵

庫
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
戎
本
裕
明
本

部
長
よ
り
実
習
生
代
表
に
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
10
月
20
日
（
金
）
に
香
住
港

を
出
港
し
、
台
風
な
ど
の
影
響
で
寄
港

先
の
変
更
も
あ
り
ま
し
た
が
、
長
崎
・

広
島
・
名
古
屋
・
清
水
港
を
経
て
、
10

回
の
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業
実
習
を
行
い
、

横
浜
・
神
奈
川
県
三
崎
港
を
経
由
し
た

後
、
神
戸
港
に
帰
港
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
但
州
丸
は
27
日
に
神
戸
港

を
出
港
し
、
29
日
に
香
住
港
へ
入
港
し

約
40
日
の
実
習
を
終
え
ま
し
た
。

但
州
丸
の
帰
港
式
が
行
わ
れ
る

　

～
県
立
香
住
高
等
学
校 

漁
業
実
習
～
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

講演を行う山中氏

　
11
月
12
日
（
土
）
大
分
県
別

府
市
で
「
漁
業
者
の
減
少
・
過

疎
化
と
ど
う
向
き
合
う
か 

～

浜
の
リ
ー
ダ
ー
と
漁
業
の
役
割

と
は
～
」
と
題
し
た
大
分
県
水

産
業
の
発
展
に
向
け
た
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
大
輪
田
塾
修
了

生
で
あ
る
Ｊ
Ｆ
神
戸
市 

前
田 

勝
彦
副
組
合
長
（
１
期
生
）
と

Ｊ
Ｆ
一
宮
町 

山
中 

盛
吉
主
任

（
10
期
生
）
が
講
師
と
し
て
招

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
は
大
輪
田
塾
運
営

委
員
で
あ
る
関
西
学
院
大
学 

田
和
正
孝
教
授
が
会
長
を
務
め

る
地
域
漁
業
学
会
と
の
繋
が
り

で
、
大
分
県
農
林
水
産
部
水
産

振
興
課
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
行

わ
れ
、
大
分
県
の
漁
業
者
・
県
関
係
者
40
名
を

前
に
堂
々
と
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
分
県
の
特
別
顧
問
で
あ
る
広
島
大
学 

山
尾 

政
博
教
授
の
漁

業
者
の
減
少
が

続
く
中
、
浜
の

リ
ー
ダ
ー
と

漁
協
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
旨

の
趣
旨
説
明
の

後
、
前
田
副
組

合
長
は
「
神
戸

市
漁
協
の
取
組

み
」
と
し
て
Ｊ

Ｆ
神
戸
市
加
工

品
の
海
外
展
開
に
向
け
県
やJETORO

（
日
本

貿
易
振
興
機
構
）
と
の
関
係
強
化
、
神
戸
市
の
食

都
神
戸
２
０
２
０
構
想
の
内
部
組
織
で
あ
る
海
外

展
開
促
進
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し
、
各
国
で
開

催
さ
れ
る
展
示
会
に
参
加
等
に
よ
る
小
売
、
飲
食

ホ
テ
ル
業
界
、
各
国
マ
ス
コ
ミ
、
領
事
館
と
の
関

係
強
化
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
山
中
主
任
は
「
一
宮
町
漁
協
の
市

場
集
約
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、

Ｊ
Ｆ
一
宮
町
の
経
営
改
善
の
取
組
と
し
て
３
つ

の
共
販
市
場
を
２
つ
の
共
販
市
場
へ
集
約
す
る

こ
と
に
よ
り
市
場
間
の
入
札
単
価
が
発
生
し
な

く
な
っ
た
こ
と
や
、
集
約
に
よ
り
入
札
参
加
業

者
が
集
ま
り
や
す
く
な
り
入
札
が
活
発
化
し
た

こ
と
な
ど
の
効
果
や
漁
場
環
境
・
水
産
資
源
の

変
化
に
よ
る
集
約
後
の
現
状
な
ど
、
販
売
業
務

を
担
当
す
る
漁
協
職
員
か
ら
の
状
況
報
告
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
大
分
県
の
漁
業
者
か
ら

様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
室
津
で
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
魚
や
地

元
の
野
菜
を
使
っ
た「
郷
土
料
理
給
食
会
」

が
11
月
14
日
（
火
）、
た
つ
の
市
立
室
津

小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
給
食

会
は
Ｊ
Ｆ
室
津
や
Ｊ
Ｆ
室
津
女
性
部
（
山

田　
奈
保
美
部
長
）、
地
域
の
皆
さ
ん
が

町
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
お
り
今
年
で
14

回
目
に
な
り
ま
す
。

　
地
元
食
材
を
使
っ
た
シ
ー
フ
ー
ド
カ

レ
ー
を
中
心
と
し
た
献
立
と
な
っ
て
お

り
、
室
津
小
学
校
の
全
生
徒
が
Ｊ
Ｆ
室
津

女
性
部
な
ど
の
指
導
に
よ
り
調
理
を
担
当

し
、
お
昼
前
に
は
同
校
の
体
育
館
に
シ
ー

フ
ー
ド
カ
レ
ー
（
シ
タ
ビ
ラ
メ
、
イ
カ
、

エ
ビ
入
り
）
の
ほ
か
、
骨
せ
ん
べ
い
、
シ

タ
ビ
ラ
メ
の
甘
辛
煮
、
ほ
う
れ
ん
草
の
ご

ま
あ
え
、
卵

焼
き
、
酢
大

根
、
寒
天
、

地
元
で
伝
統

の
「
友
君
よ

う
か
ん
」
な

ど
、
室
津
産

と
郷
土
料
理

に
こ
だ
わ
っ

た
品
々
が
並

び
、保
護
者
、

学
校
関
係
者
、

地
域
の
皆
さ

ん
、
市
関
係

者
、
幼
稚
園
児
た
ち
が
集
ま
り
、
食
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
給
食
会
で
は
6
年
生
の
修
学
旅

行
報
告
会
や
、
同
女
性
部
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
た
魚
魚
市
（
と
と
い
ち
）
一
座
に

よ
る
室
津
の
海
の
環
境
に
つ
い
て
の
寸
劇

が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
室
津
小
学
校
と
同
女
性
部
が
始
め
た
こ

の
会
は
、
回
を
重
ね
、
児
童
だ
け
で
な
く

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
室
津
地
区
の
地
産
地

消
や
文
化
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
え
る
行
事

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
続
け

ら
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

大輪田塾修了生が講演
　～大分県 別府市～

た
つ
の
市
立
室
津
小
学
校
で

 

郷
土
料
理
給
食
会

質疑に答える前田氏
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10
月
31
日
、
岩
手
県
盛
岡
市
に
お
い
て

「
第
68
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会
か
ら
浜
上 

勇
人（
香
美
町
長
）会
長
、田
沼 

政
男（
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
会
長
）
副
会
長
は
じ
め
総
勢

22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
泊
３
日
の
初
日
は
、「
南
三
陸
町
の

語
り
部
ガ
イ
ド
」
の
案
内
で
震
災
の
状
況

を
見
て
回
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
避
難
放

送
を
続
け
て
い
た
女
性
職
員
の
印
象
が
深

い
南
三
陸
町
防
災
対
策
庁
舎
や
、
大
勢
の

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
公
民
館
な
ど
を
巡
る

だ
け
で
な
く
、
適
正
な
判
断
を
し
て
被
害

を
最
小
限
に
防
い
だ
状
況
な
ど
に
つ
い
て

も
、
熱
心
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
北
の
幸
を
味
わ
う
情
報
交
換
会
は
、

兵
庫
県
内
各
地
か
ら
の
参
加
者
が
日
頃
の

疲
れ
を
忘
れ
て
交
流
す
る
、
楽
し
く
有
意

義
な
も
の
で
し
た
。

　
２
日
目
は
、
震
災
後
に
整
備
さ
れ
最
新

の
施
設
を
備
え
た
釜
石
漁
港
を
視
察
し
、

釜
石
市
職
員
等
か
ら
詳
し
い
説
明
を
聞
い

た
あ
と
、
地
元
女
性
部
の
温
か
い
お
も
て

な
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
盛
岡
市
に
入
り
、
国
会
議
員

や
地
元
知
事
、関
係
漁
業
者
等
１
、７
０
０

人
が
集
結
し
た
「
第
68
回
全
国
漁
港
漁
場

大
会
」
に
参
加
し
、
漁
港
漁
場
事
業
の
さ

ら
な
る
推
進
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
１
日
は
、
仙
台
空
港
へ
の
帰
路

途
中
に
平
泉
・
中
尊
寺
を
訪
れ
た
あ
と
、

わ
ん
こ
蕎
麦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
一
同
東
北
の
歴
史
と
文
化
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
、
各
自
無
事
に
帰
宅
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
の
全
国
漁
港
漁
場
大
会
は
、
10
月

26
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様
多

数
の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

（
文
：
兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会
）

　
漁
業
者
と
消
費
者
が
共
に
手
を
携
え
て
、
豊

か
な
海
を
支
え
る
森
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
が
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
虹
の
仲
間
で
森
づ
く
り
」
は
今
年

で
11
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
12
月
２
日

（
土
）、
神
戸
市
西
区
に
あ
る
雌
岡

山
（
神
出
神
社
周
辺
）
に
県
内
各

地
か
ら
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
関
係
者
、

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
会
員
や
行
政
関

係
者
な
ど
約
１
８
０
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

突
々 

淳
専
務
の
挨
拶
、
ひ
ょ
う
ご
森
の

倶
楽
部 

山
下 

広
行
会
長
よ
り
作

業
の
注
意
事
項
説
明
の
後
、
全
員

で
準
備
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
参
加
者

は
18
班
に
分
か
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽
部
」
の

指
導
員
の
皆
さ
ん
に
誘
導
さ
れ
、

次
々
に
森
に
入
り
ま
し
た
。

　
作
業
に
つ
い
て
指
導
員
の
方
か
ら
説
明

を
受
け
た
後
、
参
加
者
は
周
囲
に
気
を
配

り
な
が
ら
、
広
葉
樹
や
花
の
咲
く
樹
を
残

し
、
常
緑
樹
や
蔓
性
の
植
物
を
次
々
に
除

伐
し
、
ク
マ
ザ
サ
な
ど
の
下
草
も
刈
り
取

り
ま
し
た
。
約
2
時
間
の
作
業
を
終
え
る

と
、
地
面
を
覆
っ
て
い
た
ク
マ
ザ
サ
も
無

く
な
り
、
太
陽
の
光
が
差
し
込
み
、
見
通

し
の
利
く
き
れ
い
な
森
に
な
り
ま
し
た
。

作
業
を
行
っ
た
皆
さ
ん
は
「
目
に
見
え
て

日
が
差
し
込
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
後
の
昼
食
は
、
兵
庫
の
り
を
使
っ
た
巻
き

寿
司
、
カ
キ
の
味
噌
汁
等
が
振
る
舞
わ
れ
、
同
じ

班
の
メ
ン
バ
ー
と
楽
し
い
昼
食
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

森
の
中

で
“
木
を
切

る
”
と
い
う

作
業
な
の
で

す
が
、
た
い

へ
ん
“
お
も

し
ろ
い
”
と

い
う
感
想
が 

多
く
、
何
度

も
繰
り
返
し

ご
参
加
頂
い

て
い
る
方
が

多
い
活
動
で

す
。
皆
様
も

一
度
、
是
非

参
加
し
て
み

て
く
だ
さ

い
。

全
国
漁
港
漁
場
大
会 

in 

岩
手
に
参
加

虹の仲間で森づくり
　～神出神社（神戸市西区）周辺で開催～

神出神社からの景色 西神・明石海峡・淡路島が一望

作業前の森

作業後の森 明るくなりました
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神戸海上保安部航行
安全課からのお知らせ高齢者の事故が増加傾向にあります！

高齢者による海難を防ぐために
　個人差はありますが、高齢者の特徴として
　　○注意力や集中力の低下
　　○ 動体視力の衰えや反応時間の遅れから危険の

発見が遅れがちになる傾向
　　○瞬間的な判断力の低下
　　○過去の経験にとらわれる傾向
等があると言われております。

　このため慣れた海域でも、船員としての基本に立ち
返り、
　　○見張をしっかり（まわりの状況把握）
　　○安全な速力
　　○自船の位置を把握
　　○安全な進路を把握
等の適度な緊張感を持って操船することが大切です。

モデル：由良町漁協協４Ｈクラブ 小濱健司さん(左)
　　　  室津新潮会 岡野門太さん(右)

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFか
JF兵庫漁連のり海藻部資材担当（０７８－９４２－９２７２）
までお問い合わせください

海難事故をなくそう！
　“平成30年２月
　　　　　ライフジャケット着用義務化はじまる！”
ライフジャケットを着用することで助かる可能性は飛躍的に向上します。
自分自身のために、そして、家族のために是非、着用しましょう！

救命合羽も是非お試しください。
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http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　11月10日（金）、兵庫県民会館において兵庫県・
兵庫県生協連共催による「第20回監事研修会」を
開催しました。この研修会は、生協運営の健全な
発展に果たすべき監事の役割と監査の実務のあり
方を学び、今後も健全な生協運営を実施していた
だくために計画したもので、15生協27人が参加し
ました。
　はじめに、兵庫県 企画県民部 県民生活局 消
費生活課 奥見知子主幹より「生協の指導検査を
実施して」と題して、運営・経理面それぞれの指
摘事項から監事の役割や内部管理態勢の監査ポ
イントについて、お話しいただきました。また、日
本生協連 法規会計支援部　岡坂 充容氏より「監
事監査の基本と監査のポイント」と題して、監事
職務の基本や業務監査の方法、会計監査のポイン
トについて、講義いただきました。また、その後
の分野別グループディスカッションでは、それぞ
れの監査状況などを共有しました。参加した役員
や職員、監事からは「監事の責務の重さを改めて
確認することができました」「他生協から自生協に
活かせる有効な会議のヒントをもらうことができ
ました」などの感想が寄せられました。

　ＪＡ全農兵庫は11月、兵庫県産きぬむすめのキ

ャラクター「きぬこちゃん」を用いて、主婦層にも

利用者の多いスマートフォンの通信アプリ「LINE」

のスタンプでＰＲを始めました。主婦が使いやす

いよう、基本の挨拶や家族で使えるセリフを盛り

込み、お米や兵庫県を要素にした遊び心のあるス

タンプを24種類作成。デザインやセリフの制作に

は全農兵庫の女性職員が意見を出し合いました。

　きぬむすめは、2011年産から県南部・淡路地区

で本格的に作付けが始まり、それに合わせてＰＲ

キャラクターの「きぬこちゃん」が誕生しました。

頭に米粒型のかぶりものを着け、兵庫県の形をし

たクッションを持ち歩き、“ＪＡグループ兵庫のき

ぬむすめ”をＰＲ。夏の暑さにも負けない元気な

女の子をイメージしています。ＪＡ全農兵庫では、

きぬこちゃんの着ぐるみやうちわ、シールなどを

作成しています。

　ＪＡ全農兵庫米麦課は「きぬこちゃんを通じて

兵庫のきぬむすめを主婦のみなさんに知ってもら

いお米の販売につなげたい。スタンプがみなさん

のコミュニケーションに役立てば」としています。

兵庫県産きぬむすめ
主婦向けLINEスタンプでPR

兵庫県・兵庫県生協連 共催

第20回「監事研修会」を開催

きぬこちゃんのLINEスタンプ グループディスカッション

日本生協連 法規会計支援部 岡坂 充容氏



◆
寅
さ
ん
映
画
は
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
48
作
続
い
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
登
録

さ
れ
た
。
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
で
水
戸
黄
門
や
銭
形
平
次
な
ど
長
期
の
連
続
物
は
あ

っ
た
が
、
喜
劇
映
画
で
こ
れ
ほ
ど
長
く
人
気
が
続
い
た
の
は
世
界
的
に
も
珍

し
い
。
主
演
の
渥
美
清
の
魅
力
だ
ろ
う
が
、
舞
台
と
な
る
団
子
屋
に
集
う
お
じ

ち
ゃ
ん
お
ば
ち
ゃ
ん
、
妹
サ
ク
ラ
や
博
・
満
男
、
隣
の
タ
コ
社
長
等
、
脇
を
固

め
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
陣
が
良
か
っ
た
。
そ
し
て
、
毎
回
の
ゲ
ス
ト
出
演
者
や
背
景

と
な
る
全
国
諸
方
の
名
所
旧
跡
の
楽
し
み
も
あ
っ
た
。
脚
本
の
巧
さ
と
、
失
望

さ
せ
な
い
映
画
作
り
の
裏
方
の
努
力
も
大
き
く
、
記
念
館
が
出
来
た
と
い
う

が
当
然
だ
ろ
う
。筆
者
が
好
き
な
の
は
、播
州
龍
野
ロ
ケ
の『
夕
焼
け
小
焼
け
』

で
、
東
京
は
ど
っ
ち
だ
と
合
掌
す
る
場
面
で
あ
る
。
芸
者
ボ
タ
ン
役
を
演
じ
た

太
地
喜
和
子
が
、
助
演
女
優
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。

◆
帝
釈
天
の
門
前
町
、
柴
又
は
観
光
地
に
な
っ
て
い
る
。
題
経
寺
の
住
職
役
／

御
前
様
の
笠
智
衆
は
、
古
く
か
ら
の
俳
優
で
数
々
の
映
画
で
印
象
深
い
。
45
作

目
「
…
の
青
春
」を
最
後
に
89
歳
で
逝
去
し
た
が
、
以
降
の
作
品
で
は
身
延
さ

ん
に
出
掛
け
て
い
た
り
し
て
、
台
詞
の
中
に
生
き
て
い
る
。
寺
男
／
源
公
も
忘

れ
難
い
脇
役
だ
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
ト
で
何
度
も
登
場
し
た
津
嘉
山
正
種

は
、
本
編
で
も
色
ん
な
役
を
こ
な
し
て
器
用
な
俳
優
だ
と
思
う
。
往
年
の
名
優

が
寸
役
で
出
た
り
、
主
演
級
が
顔
を
出
す
の
も
一
つ
の
呼
び
物
で
あ
っ
た
。
岡

田
嘉
子
・
島
田
正
吾
、
小
林
幸
子
・
米
倉
斉
加
年
・
長
門
勇
・
財
津
一
郎
・

大
村
崑
・
上
条
恒
彦
ら
。

◆
唯
一
の
海
外
ロ
ケ
作
品
『
心
の
旅
路
』は
ウ
ィ
ー
ン
市
長
が
、
機
内
で
寅
さ

ん
映
画
を
観
て
感
動
し
ウ
ィ
ー
ン
ロ
ケ
を
推
奨
、
４
年
越
し
の
熱
意
が
実
現

し
た
。
市
内
名
所
の
数
々
が
登
場
す
る
。
歩
い
て
い
る
だ
け
で
音
楽

が
聞
こ
え
て
来
る
、
こ
の
街
い
い
ね
と
い
い
、
勇
壮
な
ド
ナ
ウ
河
を

江
戸
川
に
例
え
「
何
処
の
川
も
流
れ
流
れ
て
海
に
注
ぎ
、
そ
の
海
を

ず
う
ー
と
行
く
と
故
郷
の
江
戸
川
に
繋
が
る
」と
寅
に
言
わ
せ
て
い

た
。『
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
』は
沖
縄
ロ
ケ
で
、
暑
さ
に
喘
ぎ
細
い
電

柱
の
陰
へ
デ
カ
い
顔
を
隠
そ
う
と
必
死
の
姿
に
、
思
わ
ず
失
笑
さ

せ
ら
れ
た
。
あ
の
仕
草
に
は
浅
草
軽
演
劇
で
磨
い
た
演
技
が
滲
み

出
て
い
た
。

◆
全
作
品
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
、
ま
た
新
し
い
フ
ァ
ン
が
増
え

た
よ
う
だ
が
、
懐
か
し
い
昭
和
時
代
の
風
景
が
観
ら
れ
る
映
画
と

し
て
も
嬉
し
い
存
在
で
あ
る
。
主
役
・
渥
美
清
の
急
逝
で
シ
リ
ー

ズ
は
終
了
し
た
が
、
山
田
洋
次
監
督
の
腹
積
も
り
は
あ
と
２
作
を

作
り
た
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
49
作
「
花
へ
ん
ろ
」で
満
男
と
泉
が

結
婚
、
50
作
で
は
寅
次
郎
が
幼
稚
園
の
用
務
員
と
し
て
働
き
、
園
長

に
黒
柳
徹
子
を
考
え
て
い
た
。
急
拠
、
製
作
中
止
に
な
っ
た
幻
の
作

品
に
は
、
西
田
敏
行
・
田
中
裕
子
が
出
演
し
、
高
知
県
を
舞
台
に
準

備
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
ロ
ケ
予
定
の
安
芸
市
に
「
寅
さ
ん
地
蔵
」

が
建
っ
た
。
根
強
い
人
気
が
判
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

銀
杏
の
落
ち
葉

男はつらいよ／寅さん

「
兵
庫
県
の
資
源
管
理
型
漁
業
に
つ
い
て
」と

 

「
兵
庫
県
の
水
産
業
に
つ
い
て
」

　
11
月
28
日（
火
）に
大

輪
田
塾
が
開
講
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
１
部
の「
兵
庫
県
の

資
源
管
理
型
漁
業
に
つ
い

て
」で
は
、県
水
産
課
漁
政

班 

齋
藤 

公
司
さ
ん
よ
り
、

資
源
管
理
の
手
法
や
乱
獲

の
定
義
、本
県
の
資
源
管

理
型
漁
業
に
つ
い
て
の
取

組
や
問
題
点
等
に
つ
い
て

詳
し
く
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。

　
第
２
部
の「
兵
庫
県
の

水
産
業
に
つ
い
て
」で
は
、

県
水
産
課 

中
岸 

明
彦 

副

課
長
か
ら
、平
成
元
年
と

平
成
26
年
の
兵
庫
県
水
産

業
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、

漁
業
就
業
者
や
主
要
魚
種

漁
獲
量
の
推
移
や
漁
法
の

変
化
、ど
の
様
な
水
産
施

策
が
行
わ
れ
た
か
な
ど
の

説
明
が
行
わ
れ
、兵
庫
県

漁
業
の
変
化
等
に
つ
い
て

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
塾
生
か
ら
は
、資
源
管

理
に
つ
い
て
現
場
か
ら
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
る
な

ど
、活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

兵庫県の水産業について講義の様子 資源管理型漁業についての講義の様子
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